
 

国  語 

 

１ 研究のテーマ   

 （1）研究のテーマ 

    新学習指導要領における「現代の国語」、「言語文化」の実施を見据えた、学習指導と適切な評価に

ついて  

（2）研究のねらい 

新学習指導要領「現代の国語」、「言語文化」の指導事項に基づき、単元で身に付けさせたい資質・ 

能力を明確にし、指導と評価の研究を行った。  

  「現代の国語」については、「書くこと」領域における単元の指導計画及び評価方法の検討を行い、 

実践した。  

    「言語文化」については、「読むこと」領域における単元の指導計画及び評価方法の検討を行い、実践 

した。  

 

２ 実践事例 

【事例１】 

(1) 単元の指導と評価の計画 

   ① 科目名：現代文Ｂ（現代の国語） 

   ② 単元名：論理的な文章を書こう 

   ③ 単元の目標：    

ア 文、文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解することができる。 

〔知識及び技能〕(1)ｵ 

イ 読み手の理解が得られるよう、論理の展開や情報の重要度などを考えて、文章の構成や展開を 

工夫することができる。 〔思考力、判断力、表現力等〕B(1)ｲ 

ウ  言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我 

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を  

養う。         〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

④ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文、文章の効果的な組立て方や接

続の仕方について理解している。 

「書くこと」において、読み手の

理解が得られるよう、論理の展開

や情報の重要度などを考えて、文

章の構成や展開を工夫している。 

論理的な文章を書くことを通し

て、文章の組立て方や接続の仕方

を理解し、自分の考えが的確に伝

わるよう、読み手からの助言など

を踏まえ、まとめようとしてい

る。 

 

⑤ 単元の指導計画 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

次 学習内容及び学習活動 

評価の観点 

評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ 

１ 

〇学習の見通しを立てる。 

〇意見文を書くための基礎的な知識を身に付

ける。 

・あるテーマについて書かれた意見文を読ん

で改善すべき点をリストアップする。 

〇   

【ａ】文、文章の

効果的な組立て

方や接続の仕方

について理解し

ている。 

 

【ａ】チェック

リスト(Google

スプレッドシ

ート)の記述の



 
・個々でリストアップした改善点をグループ

内で共有し、論理的な文章を書くために必

要な要素を「チェックリスト」にする。 

※Google スプレッドシートを使用 

・各グループで作成した「チェックリスト」を

クラス全体で共有し、一つのシートにまと

める。 

〇知識を活用して意見文を改編する。 

・論理的な文章や一貫性のある文章にするた     

めには、具体的にどのように改善したらよ

いかを考える。 

・「チェックリスト」を参考にしながら、最初

に読んだ意見文を書き改め提出する。（意見

文①）※Google ドキュメントを使用 

確認、意見文①

(Googleドキュ

メント)の記述

の確認 

２ 

〇自身の生活と身近なテーマを設定する。 

・「学校にあったら便利な施設」についてアン

ケートを実施し、賛否が分かれそうな施設

を意見文のテーマとして設定する。 

※Google フォームを使用 

〇意見文②を書くための「構成シート」を作成

する。 

・「学校に〇〇を設置すべきか。」というテーマ

について、600 字程度の意見文を見据えた

「構成シート」を作成する。 

※Google スライドを使用 

〇   

【ａ】文、文章の

効果的な組立て

方や接続の仕方

について理解し

ている。 

【ａ】構成シー

ト（Googleスラ

イド）の記述の

確認 

３ 

 

本

時 

〇読み手を納得させる意見文にする。 

・個々の「構成シート」をグループ内で共有し、

それぞれのスライドに気付いたことや改善

点等をコメントする。 

※Google スライドのコメント機能を使用 

・入力された内容をもとに構成や内容を再考

する。 

・必要に応じて返信機能に記録を残す。 

〇再考した内容を全体で共有する。 

・他者の指摘から自分が考えたことを発表す

る。（指名された複数名の生徒のみ） 

〇意見文の体裁を整える。 

・完成した「構成シート」から序論・本論・結

論の順に文章をコピーし、提出用ドキュメ

ントに貼り付ける。（意見文②） 

※Google ドキュメントを使用 

 〇  

 

【ｂ】読み手の

理解が得られる

よう、論理の展

開や情報の重要

度 な ど を 考 え

て、文章の構成

や展開を工夫し

ている。 

【ｂ】構成シー

ト（Googleスラ

イド）、意見文

②(Googleドキ 

ュメント)の記

述の確認 

４ 

〇相互評価をする。 

・「チェックリスト」に沿ってペアで意見文を

評価し、工夫されている点や改善すべき点

について入力する。 

〇自分自身の振り返りを行う。 

・意見文を書くときに意識したこと、他者のコ

メントを通して気付いたこと、考えたこと

  〇 

【ｃ】論理的な

文章を書くこと

を通して、文章

の組立て方や接

続の仕方を理解

し、自分の考え

が的確に伝わる

よう、読み手か

【ｃ】行動の観

察、単元振り返

りシートの分

析 



 

 

⑥授業実践例（本時） 

研究実施校：神奈川県立相模原高等学校(全日制) 

          実 施 日：令和３年 10 月 21 日（木） 

授業担当者：新谷 智子 教諭 

 

（2）主体的・対話的で深い学びの視点に基づく指導と評価のポイント 

ア 主体的な学び 

本単元では「読み手の理解が得られるよう、論理の展開や情報の重要度などを考えて、文章の構成や

展開を工夫することができる。〔思考力、判断力、表現力等〕B(1)ｲ」を目標とし、自分の考えをいかに

相手に伝わるように表現できるか工夫しながら、論理的文章を書く活動を行った。その際、Google スラ

イドを使用し、序論・本論・結論とセクションごとにページを分けることにより構成を意識して文章を

書き、Google ドキュメントにまとめる際にその効果について実感できるようにするなど工夫をした。

その結果、振り返りシートなどにおいて、「今まではとにかく思いついたことや書きたいことを書いて

いくだけだったが、事前に書きたいことを決めることで、序論、本論、結論の繋がりがよりスムーズに

分かりやすく構成することができた。」等、論理的文章において構成を意識して書くことの重要さに気

付いた生徒が多く見られた。 

など、単元全体の学習を振り返り、自己評価

する。 

らの助言などを

踏まえ、まとめ

よ う と し て い

る。 

学習活動（※指導上の留意点を含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

１．本時の目標を確認する。 

  ※前次で出された課題（「学校に〇〇を設置すべきか。」というテーマについて書い

た構成シート）に対して、論理の構成を工夫するとともに「説得力のある文章にす

る」ということを意識させる。 

 

２．各グループで自分の書いた構成シートを共有し、気付いたことをコメントし合う。 

 ・それぞれの「構成シート」に、気付いたことや改善点をコメント機能を使って入力す

る。 

 ・表現が適切かどうか、論理的で説得力があるかなどを相互に確認する。 

 

３．他の生徒のコメントを参考にしながら構成・展開を再考する。 

 ・必要に応じて返信機能を使用し、自分の考えたことを記録する。 

 ・改善点を踏まえながら、再考した内容を「構成シート」にまとめていく。 

・最初に入力したシートは消さずに、新しいページにまとめる。 

 

４．他者から指摘された内容と、それに対して自分が考えたこと発表する。（複数名のみ） 

 

５．完成した「構成シート」から序論・本論・結論の順に文章をコピーし、提出用ドキュ

メントに貼り付けて体裁を整えてから提出する。 

 

６．今日の学習について、振り返りシートへ記入する。 

 

７．次回の見通しをもつ。 

  ※完成した意見文を相互評価し、相互評価をもとに自身の振り返りを行うことを予

告し、次回の見通しをもたせる。 

 

 

【ｂ】読み手の

理解が得られ

るよう、論理の

展開や情報の

重要度などを

考えて、文章の

構成や展開を

工夫している。 

（構成シート・

意見文②の記

述の確認） 



 
題材についても、「学校に第２体育館を設置すべきか」という生徒にとって身近なものであったため、

具体的な論拠を示しやすく、なおかつ多角的に検討できた。このことは、それぞれのセクションの主張

内容を検討する際にも役立ったようである。こうした身近な題材を扱うことが、主体的に課題に取り組

み、論拠を示しながら読み手の理解を得ようとする態度につながった。 

 

イ 対話的な学び 

      本単元では、「書くこと」の【指導事項 イ】「読み手の理解が得られるよう、論理の展開や情報の重

要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができる。」という目標のもとに、生徒が相互に

練習文をチェックすることでできた「チェックリスト」を踏まえて意見文を書き、「チェックリスト」

を参考に自身の文章を校正するという活動を行った。その際、作成した意見文を他者と共有し、他者の

作成した文章に対してコメントを送って評価しあう場面では、自分にない視点や知識・情報に気付き、

内容や表現の再考に役立てる様子が見て取れた。また、複数回にわたりやり取りを繰り返しながら文章

表現の要点の理解を深めている生徒もいた。 

 課題として、コメント機能によって共有した内容が、全体へ上手く拡散されず、作成者とコメントを

した生徒との１対１での対話となってしまったことが挙げられる。共有した内容を全体で考える場面を

設けることによって、より多くの生徒の意見を知り、様々な気付きを得られる可能性がある。 

 

ウ 深い学び 

 文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について、Google スライドでの分割式の叙述や文章への相

互評価を通して理解を深めた。 

      論理的文章を書く際には、読み手の存在を踏まえ、読み手の理解を得られるように構成や展開、語彙 

   や表現等の検討を行うことが重要である。しかし、自分では文章の構成や論理の展開を工夫したつもり

でも、相手に自分の意図したことが正確に伝わっていないという場合がある。そのため、本単元におい

ては、相互評価を効果的に取り入れ、自分の意図したことが正確に読み手に伝わっているかどうかを確

認するプロセスを取り入れた。これにより、生徒は、自分の文章は誰かが読むものであること等を改め

て学ぶことができたと考える。Google スライドに寄せられた読み手のコメントから、どのように読ま

れたのか、本意とどのように違うか、その原因は自分の書いた文章のどこにあるのか等を考えたはずで

ある。読み手の読解力の差異もあるだろうが、書き手として文章を見直す視点や技術について学びを深

めたようである。また、他者の文章を読むことで、同じ結論でも根拠が多様であること、根拠が同様で

も異なった結論があること等、構成や展開の効果について感受し、書くことにいかそうという姿勢をも

つこともできた。これらは各セクションを一つにまとめ、全体の構成や展開を推敲する際にも役立った

と考えられる。そして、【指導事項 エ】「目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全

体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したりすること。」

の学びにもつながったと考える。 

課題としては、指導事項である、「文章の構成や展開」についてのコメントが見られない生徒がいた

ことである。内容面に注目するだけではなく、構成や展開について考えることができるような構成シー

トを、ＩＣＴを活用した授業においても模索していくことが求められる。また、再考する場面において

は、他者の意見を反映させた生徒と、反映させなかった生徒がいた。それぞれの意図を記録し、内容に

ついて交流することで、よりよい文章の内容や構成を考えるきっかけになると考えられる。今後も、授

業実践を通して、単元で身に付けさせたい生徒の資質・能力の育成に努めていきたい。 
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          再考前                      再考後 

 
 

 

 

＊コメント（生徒の記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
＊振り返りシートの記述 

生徒Ａ 

 

生徒Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
【事例２】 

（1）単元の指導と評価の計画 

① 科目名：国語総合（言語文化） 

   ② 単元名：『竹取物語』を読んで平安時代に生きる人々の心の機微を捉えよう 

   ③ 単元の目標： 

ア 古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典特有の

表現などについて理解することができる。〔知識及び技能〕(2)ｳ 

イ 作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化に 

ついて自分の考えをもつことができる。〔思考力、判断力、表現力等〕B(1)ｵ 

ウ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が

国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。〔学びに向

かう力、人間性等〕 

④ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
古典の世界に親しむために、古典

を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり、古典特有の表

現などについて理解している。 

「読むこと」において、作品の内

容や解釈を踏まえ、自分のものの

見方、感じ方、考え方を深め、我

が国の言語文化について自分の

考えをもっている。 

登場人物の視点で短歌を作成す

ることを通して、古典特有の表現

を理解し、自分のものの見方、感

じ方、考え方を深め、我が国の言

語文化について自分の考えをも

とうとしている。 

⑤ 単元の指導計画 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

次 学習内容及び学習活動 評価の観点 
評価規準 評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１ 

○学習の見通しを立てる 
・『竹取物語』クイズを行う。 
・『竹取物語』のあらすじを整理する。 
・振り返りシートを作成する。 
（Google Workspaceで毎時間記入） 

     

２ 

○古典特有の表現を理解する。 
・前段を読み、本章段の作品内での位置付けを

把握する。 
・本文の内容と文法事項、登場人物の関係性を

整理する。 
○登場人物の心情を整理する 
・「３つの問い」を元に本文の大意とかぐや姫と

翁の心情をとらえる。 
（３つの問い） 
①かぐや姫がひどく泣いた理由 
②翁が「我こそ死なめ。」と発言した理由 
③かぐや姫が翁達と共に泣いた理由 

（手順） 
・個人で読み解く 
・ペアで突き合わせる 
・もう一度個人で考える 

○   

【ａ】古典の

世界に親しむ

ために、古典

を読むために

必要な文語の

きまりや訓読

のきまり、古

典特有の表現

などについて

理 解 し て い

る。 

【ａ】ワークシ

ートの確認、観

察、振り返りシ

ートの記述の

確認 



 

３
（
本
時
） 

○本文の読みを深める 
・本文中の根拠（短歌にしたいところを探し、

表現したい心情）と短歌の歌稿をワークシー

トに書く。 
・短冊に清書する。 
・隣同士で短歌を共有する。 
・短冊を教室に掲示し、各自が投票する。票数

が多かったものや表現が秀逸なものを全体

の場で共有する。 
○本文の内容を元に、我が国の言語文化につい

て考える。 
・作った短歌を踏まえ、古典特有の表現の特徴

についてまとめる。 
・物語における歌の役割を考える。 

 ○  

【ｂ】「読むこ

と」において、

作品の内容や

解 釈 を 踏 ま

え、自分のも

のの見方、感

じ方、考え方

を深め、我が

国の言語文化

について自分

の考えをもっ

ている。 

【ｂ】ワークシ

ートの確認、振

り返りシート

の記述の確認 

４ 

○学習の振り返りを行う 
・本単元を学習する前と後とでどのような点が

変化したか、また身に付いたかということを

振り返りシートに記入し、自己評価を行う。 
・短歌における表現の違いを分析し、文語と現

代語の特色の違いや古典特有の表現の特色、

短歌ならではの表現技法についてワークシ

ートにまとめる。 
・毎時間記入してきた振り返りシートを見返

し、本文の読解や「なりきり短歌」の活動を

通じてどのような気付きがあったかを言語

化し、単元全体を振り返る。 

  ○ 

【ｃ】登場人

物の視点で短

歌を作成する

こ と を 通 し

て、古典特有

の表現を理解

し、自分のも

のの見方、感

じ方、考え方

を深め、我が

国の言語文化

について自分

の考えをもと

う と し て い

る。 

【ｃ】振り返り

シートの分析

（※毎時の行

動の見取りや

振り返りを継

続的に評価す

る。単元の最後

に記述を総括

的に確認する） 

 

⑥ 授業実践例（本時） 

学習活動（※指導上の留意点も含む） 評価の観点 
（評価方法） 

１．本時の目標を確認する。 
※前時は本文の登場人物の心情に即して短歌の歌稿を作成したが、本時は「そ

の短歌を作った根拠」「古典特有の表現」を意識させる。 
 
２．隣同士で短歌を共有する。 
・発表時間は１人３分間とする。 
・ただ短歌を詠むだけではなく、その短歌を作った理由と本文中のどの部分を根

拠にしたかについても説明する。 
 
３．教室に掲示された短歌一覧（Google Classroom にも同時掲載）の中から自分

が心惹かれたものを一首選び、Google フォームで投票する。 

※名前は伏せた形で投票させる。 

 

 

【ｂ】「読むこと」にお

いて、作品の内容や解

釈を踏まえ、自分のも

のの見方、感じ方、考

え方を深め、我が国の

言語文化について自

分の考えをもってい

る。 
（行動の観察、ワーク

シートおよび振り返

りシートの記述の確

認） 



 
４．投票結果を基に代表者が全体の前で代表発表を行う。 
・聞き手は発表を通して気付いたことや文語の特徴などについてメモを取り、振

り返りシートに反映できるようにする。 
 
５．発表の振り返りを行う。 
・文語と現代語の違いや短歌にしたことでの表現効果、登場人物の心情理解をす 
る上でのポイント、物語における歌の役割などについて気付いた点を発表する。 

 
６．次回の授業内容の予告を聞き、振り返りシートをまとめる。 

研究実施校：神奈川県立相模原弥栄高等学校(全日制) 

実 施 日：令和３年 10 月 29 日（金）   

授業担当者：前沢 彰祐 教諭      
 

 

（2）主体的・対話的で深い学びの視点に基づく指導と評価のポイント 

ア 主体的な学び 

本単元では、「自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えを

もつことができる〔思考力、判断力、表現力等〕」を目標に、『竹取物語』の翁とかぐや姫の視点から短

歌を創作した。その際、「全て文語で創作することが難しい場合、現代語を使ってもよい」と伝えてい

たが、文語での創作に挑戦する生徒がほとんどであった。 

その要因として、「なりきり短歌を作ろう」という活動にしたことが挙げられる。翁やかぐや姫に「な

りきる」ことで、登場人物の心情や古典の世界観に没入して、本文の行間を読もうとしたことが短歌

を文語で書いてみたいという意欲につながったと考えられる。事前に配付していた短歌創作のコツを

まとめたプリントや便覧の百人一首等の参考資料があったこと、言葉にこだわって創作するよう伝え

ていたことも、生徒の挑戦を後押しした。また、創作した短歌の中から心惹かれたものを一首選び、    

Google フォームで投票する形をとったことで、生徒が意欲的に取り組める活動となった。 

また、本単元ではあくまで読み取った心情の表現に主眼を置いた。文法的に正しくない文語の使い

方もあったが、文法については評価対象とせず、Google Classroom で提出させている振り返りシート

の記述を基に、主体的に学習に取り組む態度を評価した。 

 

イ 対話的な学び 

本単元では、「３つの問い」を立てて翁とかぐや姫の心情を捉え、ペアで話し合ってから個人で再考

し、その問いを通して考えた登場人物の心情を短歌で表現した。投票の前に、なぜその言葉を選んだ

のか（例「なぜ月という言葉を選んだのか」等）、どう考えたのかをペアで説明し合い、投票の後は票

数の多かった短歌を創作した生徒がその意図をクラス全体に説明して、工夫した部分や読み取った心

情を共有した。日頃から短時間のスピーチを授業に取り入れ、全員の前で自分の考えを話せる雰囲気

を醸成していることもあり、円滑に発表することができていた。 

一方、投票の基準が曖昧になっているという課題も見えた。改善の方策として、投票の前にグルー

プで選定した理由を協議し、自分の選定理由を明確にすることが考えられる。これにより、他の生徒

の着眼点や多様な鑑賞方法があるということも学ぶことができると考える。 

また、創作した短歌の意図をクラス全体で共有する場面では、説明されて改めて創作の意図が分か

ったという短歌も多く、票を獲得しなかったものにもそのような短歌があるのではないかと考えられ

る。グループに分かれ、一人ひとりが創作の意図を説明する機会を設けた上で投票させるなど、自分

の読解をどういかしたかを、時間をかけて語る場面を設定することも一つの方法である。その上で、

真剣に悩んで考えて選ぶことが、より自分の視野を広げ、考えを深めることに役立つことにつながる

と考える。 

 

 

 



 
ウ 深い学び 

本単元で懸念していたことは、短歌が本文の内容から離れてしまうこと、短歌創作時に考えの浮か

ばない生徒がいることであった。前者に関しては、全体で確認した「３つの問い」を創作の出発点と

して設定したため、本文の内容から離れることなく、登場人物に対する心情理解をより深められてい

た。後者に関しては、個人で考える時間、ペアで共有する時間を明確に設定したことで、自分の考え

を構築できていた。単元目標の「我が国の言語文化について自分の考えをもつことができる」におけ

る「言語文化」とは、本単元では「時代によって変わる感じ方・変わらない感じ方を捉えること」を指

しており、短歌の創作によって、生徒は捉えることができていた。 

文語の響きや味わい、短歌にしたときの意味の広がりや表現などについては、クラス全体に共有す

る際、教員が生徒の説明に加えて講評することで更に深めることができた。改善点としては、「古典特

有の表現などについて理解している」という知識・技能の評価規準に対して、短歌創作のワークシー

トに既習の知識をどういかしたのかを書き入れられるようにすることが挙げられる。 

最後の学習活動の振り返りについては、項目が三つに分かれており、細分化されていることで自分

たちの学習の意味付けができていた。また、毎時間の振り返りの「活動の可視化・蓄積」、「ポイント

やテーマに立ち返りやすい」という利点が短歌を作る際の支援にもなり、一つのテーマを反芻し、深

められる効果的な手法だということを再確認した。 

 

 

 

＊ 生徒が作った短歌の一例 

 

＊「なりきり短歌」の活動を通した振り返り（生徒の記述より抜粋） 

・読み手に想像の余地を与えるような、読み手を楽しませる工夫があると惹きつけられる。 

・「月」を歌の中に読み込んだ人が多く、この物語の中で月が重要な役割を持っていることを再認識した。 

 ・一つの言葉にもいろいろな意味が込められていて、色々な読み取り方ができることを知った。 

 ・泣いている場面はただ泣いているばかりではないことや、登場人物の一言ひとことがそれぞれの人柄を

よく表しているということに気付いた。 

 

 

 

 



 
＊ 単元全体の振り返りシート（生徒の記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


